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真
言
宗
か
ら
曹
洞
宗
寺
院
へ

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
貞
善
院

（
木き

南な
み

広こ
う

峰ほ
う

住
職
）は
、当
初
真

言
宗
で
し
た
が
、
詳
細
は
不

明
で
す
。
そ
し
て
延
徳
二
年

（
一
四
九
〇
）、
藤
枝
市
に
あ
る

心
岳
寺
の
兆

ち
ょ
う
ざ
ん山

岱た
い
ち
ん咲

師
の
末
の

そ
こ
知
り

志
太物

語
弟
子
で
あ
っ
た
通

つ
う
ざ
ん
ほ
う
し
ゃ
く

山
芳
釈
師
に

よ
り
貞
善
院
は
開
創
さ
れ
ま
し
た
。

　

芳
釈
は
焼
津
村
の
人
々
の
先

祖
供
養
を
行
い
、
仏
の
教
え
や

禅
の
道
を
説
き
、
弟
子
の
育
成

に
励
み
ま
し
た
。
そ
し
て
名
声

を
慕
わ
れ
、
小
川
村
の
人
々
に

も
請
わ
れ
て
信
香
院
を
開
い
て

転
住
。 

後
を
継
い
だ
二
世
光こ

う

山ざ
ん
ほ
う
せ
い

芳
清
師
は
、
諸
堂 

を
整
備

し
、
雲
水
を
指
導
す
る
禅
道
場

の
寺
院
と
し
、
新
屋
村
に
松
寿

院
（
廃
寺
）
を
開
き
ま
し
た
。 

　

江
戸
時
代
、
貞
善
院
は
由
緒

寺
宝
・
行ぎ

ょ
う
き基
作
の
薬
師
如
来

焼
津
市
指
定
文
化
財
の
鰐わ

に

口ぐ
ち

興
を
果
た
し
て
来
た
の
で
す
。

薬
師
如
来
と
鰐
口
の
来
歴

　

寺
宝
は
、
入い

り
え江

山さ
ん
と
う
ほ
う
や
く
し

東
方
薬
師

瑠る

り璃
光こ

う
に
ょ
ら
い

如
来
で
す
。
行
基
菩
薩

の
作
と
伝
え
ら
れ
、
古
来
か
ら

諸
病
厄
除
の
仏
様
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、

焼
津
神
社
奥
の
院
の
入
江
山
長

福
寺
の
本
尊
と
し
て
祀
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
に
よ

り
廃
寺
と
な
り
、 

薬
師
如
来
も

放
棄
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
を
、

二
十
二
世
大だ

い
ゆ
う
せ
い
ほ
う

雄
清
峰
が
檀
家
有

志
に
謀
り
、
浄
財
を
集
め
て
薬

師
堂
を
建
立
し
奉
安
し
た
の
で
す
。

焼
津
市
指
定
文
化
財
の
鰐
口
も
そ

の
時
、
一
緒
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

直
径
二
十
二
㎝
の
青
銅
製
で
貞

享
三
年
（
一
六
八
六
）
奉
納
さ

れ
た
も
の
で
す
。

開
山
五
百
年
報
恩
大
授
戒
法
要

　

本
堂
の
脇
に
あ
る
十
二
支

守ま
も
り
ほ
ん
ぞ
ん

本
尊
安
置
堂
は
、
八
体
の

菩
薩
が
十
二
支
に
対
応
し
て
い

て
、
昭
和
初
期
に
本
堂
前
に
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
船
元
や
漁
師

が
航
行
安
全
大
漁
を
祈
願
、
戦

時
中
に
は
出
征
兵
士
の
武
運
長

久
を
祈
願
、
近
年
で
は
家
内
安

全
、
身
体
健
全
等
の
祈
願
に
参

詣
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

昭
和
六
十
三
年
、
開
山
五
百

年
祭
を
記
念
し
報
恩
大
授
戒

法
要
が
大
本
山
永
平
寺
貫
主

丹に
わ
れ
ん
ぼ
う
げ
い
か

羽
廉
芳
猊
下
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
焼
津
市
焼
津
六
―

十
一
―
十
四
（
小
嶋
良
之
）

　

藤
枝
静
男
文
学
碑
は
、

蓮
華
寺
池
公
園
内
藤
枝
市

郷
土
博
物
館
・
文
学
館
の

駐
車
場
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
、
小
川
国

夫
氏
を
会
長
と
す
る
藤
枝

静
男
文
学
碑
建
立
の
会
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
碑
に
は
、
小
川
国
夫

と
格
式
が
幕
府
に
認
め
ら
れ
、

明
治
維
新
に
至
る
ま
で
朱
印
寺

領
四
石
を
賜
り
ま
し
た
。
曹
洞

宗
で
幕
府
公
認
の
朱
印
地
を
受

け
た
寺
院
は
、
五
%
程
度
で
し

た
。
そ
の
後
の
歴
史
は
他
寺
と

同
様
、
地
震
や
台
風
等
の
自
然

災
害
に
よ
る
復
興
の
歴
史
で
し

た
。 

そ
の
た
び
に
住
職
や
檀
家

が
信
仰
に
よ
る
絆
に
よ
っ
て
復

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

藤

枝

静

男

文

学

碑

志
太
新
名
物
探
訪

氏
の
揮き

ご
う毫
で
「
藤
枝
静
男
之
碑
」

と
刻
ま
れ
、
副
碑
に
は
、
小
川

国
夫
氏
の
直
筆
の
一
文
、
も
う
一

つ
の
副
碑
に
は
、
藤
枝
氏
の
作
品

で
あ
る
「
一
家
団だ

ん
ら
ん欒
」
の
一
節
が

生
原
稿
か
ら
移
さ
れ
、
藤
枝
氏

の
文
字
で
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
命
日
前
後
の
日
曜
日
に

は
、
菩
提
寺
の
岳が

く
そ
う叟

寺
で
雄ゆ

う
ろ
う老

忌き

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
文

学
碑
を
囲
ん
で
藤
枝
氏
の
作
品

の
朗
読
会
や
氏
の
思
い
出
を
語

る
昼
食
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

曹
洞
宗 

保ほ

福ふ

く

山ざ

ん

貞て

い

善ぜ

ん

院い

ん

県
内
四
番
目
の
誕
生
で
す
ね

　

昨
年
十
一
月
十
三
日
に
発
足

し
ま
し
た
。
静
岡
、
浜
松
、
沼

津
に
次
い
で
、
県
内
で
四
番
目

の
守
成
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

平
成
十
四
年
に
誕
生
し
て
以

来
、
現
在
、
全
国
百
七
十
会
場
、

一
万
七
千
社
が
加
盟
す
る
中
小

零
細
企
業
の
経
営
者
の
た
め
の

異
業
種
商
談
会
で
す
。
月
一
回

の
例
会
は
、「
仕
事
バ
ン
バ
ン
プ

ラ
ザ
」
と
い
う
名
称
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

守
成
ク
ラ
ブ
と
は
？

　

伊
藤
小こ
い
ち一
さ
ん
が
札
幌
で
立

ち
上
げ
た
中
小
零
細
企
業
の
経

営
者
の
た
め
の
会
で
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
会
社
を
潰

さ
な
い
た
め
、「
自
分
た
ち
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
、
自
分
た
ち
で
作

る
」
そ
し
て
「
一
人
は
み
ん
な

の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た

め
に
」
を
合
言
葉
に
会
員
の
つ

な
が
り
と
会
員
拡
大
、
商
談
成

立
、
売
上
拡
大
を
目
的
に
全
国

の
会
が
毎
月
一
回
、
例
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
会
員
に
な
れ

ば
全
国
の
会
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
会
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

　

全
国
共
通
の
形
式
に
な
っ
て
い

て
、
参
加
者
全
員
と
名
刺
を
交

換
す
る
「
大
名
刺
交
換
会
」、
小

テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
自
社
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
「
テ
ー
ブ
ル
商

談
会
」、
全
員
の
前
で
自
社
を
Ｐ

Ｒ
す
る
企
業
Ｐ
Ｒ
、
自
社
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
直
接
販
売
を
行

う
「
ブ
ー
ス
展
示
」、
飲
食
を
し

な
が
ら
自
由
に
商
談
す
る
「
懇

親
商
談
会
」
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

例
会
終
了
後
の
二
部
会
へ
の
参

加
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

発
足
し
た
ば
か
り
な
の
で
、

ま
ず
は
会
員
同
士
の
交
流
と
絆

を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
ゲ
ス

ト
参
加
者
を
増
や
し
、
二
十
名

の
会
員
を
徐
々
に
拡
大
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の

紹
介
に
よ
り
例
会
に
ゲ
ス
ト
参

加
し
て
か
ら
正
式
会
員
と
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
回
の
例

会
は
、
二
月
十
九
日
十
八
時
半

か
ら
小
杉
苑
で
開
催
予
定
で
す
。

詳
細
は
「
守
成
ク
ラ
ブ
藤
枝
」

で
、
検
索
し
て
み
て
下
さ
い
。

守
成
ク
ラ
ブ
藤
枝
誕
生

十
一
月
十
三
日
、
県
内
四
番
目
に
発
足

増
田 

和
彦

守し
ゅ
せ
い成
ク
ラ
ブ
藤
枝
代
表

（
マ
ス
ダ
グ
リ
ー
ン
㈱
社
長
）

▲本堂

▲総門と称される山門

▲入江山東方薬師瑠璃光如来

▲十二支守本尊安置堂

▲指定文化財の鰐口



法華寺

高草山

山の神祭

猪之谷神社 林叟院

瀬戸川

←
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焼
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午前10時頃より出店
「恵方巻」「せとやコロッケ」
「新鮮野菜」「物産品」
「恵方巻」「せとやコロッケ」
「新鮮野菜」「物産品」

藤
枝
藤
枝成田山成田山

藤枝市本町 4 丁目 5-24 TEL.054-641-0652

豆まきは「年男・年女」に限ら
ず希望者はどなたでも豆まきが
できます。
本年の開運招福を願う豆まき式
に参加され、御利益をお受け下
さい。

つちのとい

開運豆まき式
参加者募集

開運豆まき式開運豆まき式
豆まきの時間

午前の部 11：20 分頃
（11 時「星まつり」大護摩後）

午後の部 3：20 分頃
（3時ご祈祷後）

夕方の部 6：20 分頃
（6時ご祈祷後）

夜 の 部 7：50 分頃
（7時 30 分ご祈祷後）

お参りはバスが便利です！！
中部国道線「成田山前」下車

朝市「せとやっこ」朝市「せとやっこ」

各種販売予定！！

全4回

亥年生まれは豆まきしてね！！

節分会節分会節分会

市内唯一の天台宗寺院の法華寺は、奈良時代
の創建といわれます。元禄16年

（1703）建立の仁王門は、木造
入
い り も や

母屋造り、銅板葺きの八脚門。
木像聖観音立像は、寄木造りで、
平安時代後期の様式で、奥の院
の東照寺（焼失）の本尊と伝わる
県指定文化財です。

国の重要伝統的建造物群保存地区に選定された
花沢は、旧東海道といわれる日本坂峠への道沿
いにあります。道の横には花沢川が流れ、江戸時
代以来の家並みが散在し、明治時代後半以降に
建てられた長屋門と呼ばれる附属屋など独特の景
観が残っています。

継体天皇3年（509）創建と伝わる延喜式内社で、
祭神は八

やえことしろのぬしのみこと

重事代主命と
大
おおくにぬしのみこと

国 主 命。文 政5年
（1822）建立の常夜燈
は、 高さ約3.5mで 市
内最大です。

昨年、国の登録有形文化財に登録された原田家
は、近世に庄屋を務めました。主屋は、寄棟造
桟瓦葺きで近世民家形式を継承する上質な住
宅。文庫蔵は、外壁漆

しっくい

喰塗で正面の腰は海
な ま こ

鼠
壁。離れは数寄屋風の瀟

しょうしゃ

洒な造作。表門は旧家
の表構えに風格を添えています。

香集寺の虚空蔵菩薩像があり、ダルマ市で賑わ
います。元文2年（1737）
に第16代田中城 主本

ほん

多
だ

正
まさよし

珍が奉納した絵馬
は歴史民俗資料館に保
管されています。

虚空蔵山（当目山）の山頂にある香集寺は、弘仁
6年（815）の創建とされています。高さ約1.9mの
石燈籠は、寛永2年（1625）建立の市内最古のも
のです。寛文7年（1667）
に田中城主の弟、西尾
忠
ただとも

知が奉納した絵馬も市
内最古で、歴史民俗資
料館に保管されています。

林叟院は、文明3年（1471）、小川の海岸近くに建
立され、のち現在地へ移
転しました。経蔵は、明
和8年（1771）建立、瓦葺、
方形造り平屋建てで内
部中央に輪

りんぞう

蔵があります。
鐘楼は、天保15年（1844）
建立で入母屋造瓦葺二重
繁
し げ た る き

垂木、欄
らんかんつけ

干付、袴
はかまこしばり

腰張
という珍しい形式です。宝
篋印塔は、高さ約2.6m。
建立年代は不明ですが、
江戸時代の古絵図に記載
されています。

徳川四天王の一人であった井伊直政の次男、井伊
直孝が天正18年（1590）
に誕生の折に産湯を汲ん
だ井戸と伝わっており、出
生については諸説あります。

この地で生誕したと伝わる井伊直孝
により寛水6年（1629）に若宮八幡
宮が再建された時の棟札には、若宮
八幡宮は直孝の氏神であると刻まれて
います。棟札の筆者は寛永の三筆と
して知られる松

しょうかどうしょうじょう

花堂昭乗で歴史民俗
資料館に保管されています。天保6年

（1835）建造の石橋も文化財です。

猪之谷神社は、興国5年（1344）の創建と伝えられ、
境内にある奥屋敷古墳群から江戸時代に直径13.8
㎝の六鈴鏡が発見されました。六鈴鏡は、魔除けや
権威のシンボルとして古墳の埋葬品などに使われま
した。欠損が少なく珍しいものです。境内のナギノ
キは、マキ科の常緑高木で、
根 回 り2.6m、 樹 高16m。
ナギが凪に通じ、船乗りに
信仰されました。

関方地区で毎年2月８日に行う神事で、巨大な藁の龍
（ジャタイ）を作り、山腹
の巨石に安置し、その前
で谷に向かって矢を射るも
のです。豊作祈願の神事
ともいわれています。

法
ほっ

華
け

寺　仁王門　木像聖
しょうかんのんりゅうぞう
観 音 立像①

花沢　伝統的建造物群保存地区②

那
な

閉
へ

神社　常夜燈③

弘徳院　絵馬⑤

井
い

伊
い

直
なおたか

孝の産湯の井⑨

林
りんそう

叟院　経
きょうぞう
蔵　鐘楼　宝

ほうきょういんとう
篋印塔⑧

若宮八幡宮　棟
むなふだ
札　石橋⑩

山の神祭り（関
せき

方
がた

）⑪

猪
い い の や

之谷神社　六
ろくれいきょう
鈴鏡　ナギノキ⑫ 原田家住宅　主屋　文庫蔵　離れ　表門⑥

香
こうしゅう

集寺　石燈籠　絵馬④

全国を行脚し、千体余の仏像を残した木喰上人の仏
像があります。大日堂には寛政12年（1800）7月21
日作の①吉祥天像と7月23日作の②不動明王像。宝積
寺には8月4日作の③地蔵菩薩像。勢岩寺の④弘法大
師像も同時期のものとされ、県内最小の木喰仏です。
宝積寺以外は、歴史民俗資料館に保管されています。

木
もくじきぶつ

喰仏 大日堂の吉祥天像　大日堂の不動王像
宝
ほうしゃく
積 寺の地蔵菩薩像　勢岩寺の弘法大師像

⑦

④① ② ③

焼津・高草山周辺の文化財
地域には、多様な文化財があります。むるぶでは、改め
て地域の指定文化財に光を当て、地域ごとに紹介してい
きたいと思います。その第一弾が、焼津市の高草山周辺
の文化財です。国が2か所、県が1か所、市が19か所
と市内でも有数の指定文化財がある地域です。市の歴史
民俗資料館では定期的に文化財の展示が行われています。

（資料提供・焼津市歴史民俗資料館 ☎054-629-6847）
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，行ってみたい焼津の文化財は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 虫送り でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-17-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　2月5日㈫
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

貞善院にある指定文化財は？

　〇〇（漢字2文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントしま
す。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

　兼高かおるさんが旅立ちました。幼い頃、兼高かおる
世界の旅は、まだ見ぬ世界の扉を開き、海外という異
文化の魅力を等身大で伝えてくれる唯一の番組でした。
大人になって世界の古代遺跡や聖地を一年余かけて歩
くことになったのは、この番組が心の奥に焼き付いてい
たからでした。あと20ケ国は巡りたいです。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）

眠くなりにくい、口が乾かない鼻炎薬
新入生、新入社員もこれでスッキリ

旧国道1号線

旧道

杉本モータース
●●市役所南館

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

□ お申し込み・お問い合わせ先

進学塾 K.S.C.
TEL.（代表）

054-629-7321

大村
中学校

ほっと
もっと

セブン
イレブン

150

静
岡

豊田
中学校

サイゼリヤ

ヒバリヤ

焼津市小土567-3
(BOOKSえみたす 2F)

焼津中央本部校

検 索進学塾KSC

日程・時間はHPでチェック！

す
べ
て
は
、

こ
の
瞬
間
の
た
め
に
。

合格の瞬間

新学年3月スタート！！

 巡回中！
送迎専用バス

BOOKSえみたす 2Ｆ

中学生は5教科
（数・英・理・社・国）

※曜日選択可能

小学生は4教科
（算・国・英・プログラミング）

※曜日選択可能

むるぶ広告_118×76_0115_最終のコピー.pdf   1   2019/01/15   16:25



2月の休日緊急医

小児科
・

3日（日） 10日（日） 11日（祝） 17日（日） 24日（日） 3日（日） 10日（日） 11日（祝） 17日（日） 24日（日）

5

（小）小石川町小児科･アレルギー科･皮ふ科クリニック
（小石川町一）
�644･8800

（内）青島北クリニック
（瀬古二）
�647･7707

藤枝平成記念病院
（水上）

�643･1230

（内・小）にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

（内）吉田クリニック
（大洲四）
�634･0006

（内）山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

（内・小）藤岡クリニック
（藤岡二）
�641･6288

（内）井澤内科クリニック
（本町二）
�644･5566

（内）サニーメディカルクリニック
（駅前二）
�641･2052

（小）田熊こどもクリニック
（瀬古二）
�647･5225

水守Ｂ整形外科
（水守三）
�645･7900

（内）瀬古クリニック
（瀬古三）
�639･7373
（内）大井医院
（高洲）

�635･2088

神戸整形外科
（焼津市宗高）
�622･3399

（内・小）三倉医院
（五十海四）
�644･1235

（内）八木医院
（本郷）

�639･0009

（小）すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360

（内）岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311

よしだ整形形成外科医院
（小石川町四）
�645･9200

むらまつファミリークリニック
（藤枝五）
�641･5318

徳田歯科医院
（清里一）
�638･3922

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠四）

�629･5566

おおいし歯科医院
（立花二）
�645･2251

はせがわ歯科
（益津下）
�647･2500

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749
（泌・皮）平井医院
（焼津市上泉）
�622･9070

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）

�621･5888
（婦）香山婦人科クリニック

（水上）
�647･6200

藤枝眼科クリニック
（青木二）
�647･7770

岡歯科医院
（大洲四）
�635･5141

永井歯科クリニック
（藤岡五）
�644･3500

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000


